
若葉・上野保育園でどんどや
　１月10日、若葉保育園（津田庸子園長・147人）
でどんどやが行われました。どんどやを始める前に、
わらの束で地面を叩くもぐら打ちを実施。どんどやに
火を入れると、園児たちが書いた書初めをどんどやの
火にあてて飛ばす旗

き

章
しょう

挙
あ

げも行いました。園児たちは
餅を竹の先に挟んで焼き、おいしく食べました。16
日は、上野保育園（上村いつ子園長・33人）でどん
どやが行われました。点火すると、園児たちはお尻や
お腹にどんどやの火をあてて、一年間の健康を祈りま
した。時折、竹から鳴る「ボンッ！」という音に驚く
園児たち。焼きたての餅は、特製砂糖醤油でおいしくい
ただきました。

平成音楽大学で特別公開講座
　１月15日、学校法人御船学園・平成音楽大学（出
田敬三学長）で国府弘子客員教授のＪＡＺＺ特別講座
が開催されました。国府さんは、ジャズピアニスト・
作曲家として国外でも活躍しています。講座では、学
生たちや地域の人たちなど約200人が受講し、ラプソ
ディ・イン・ブルー（G. ガーシュイン）やビートル
ズナンバーなど、アレンジを加えた即興演奏の魅力を
教授しました。国府さんは「いろんな時代の音楽にふ
れてほしい。そしてたくさんの刺激になれば」と笑顔
で話しました。

認知症カフェでコンサート
　１月23日、街なかギャラリーで認知症の方を介護
している家族などが集まるオレンジカフェすまいるで
コンサートが開催されました。コンサートでは、益城
町民生委員・児童委員も兼任している大人気バンド「み
ゆき & オートルズ」が出演。二人の「音楽で憩いの
ひとときを過ごしてもらいたい」という思いから、施
設やサロンなどでボランティアでコンサートを行って
おり、今年で12年目。「津軽海峡冬景色」など全14
曲を歌い、参加者は、懐かしそうに歌の歌詞を口ずさ
んでいました。

家庭教育支援優良団体として表彰
　１月20日、平成30年度くまもと家庭教育推進フォー
ラムで家庭教育支援優良団体に認定こども園みどりの
里（北森光代園長・157人）が選ばれました。県内で
は、７団体が優良団体として受賞。当園は、「親の学び」
推進園として、各関係機関と連携し、家庭教育講座を
実施。また、子育て親子交流や育児相談等で保護者同
士の関係を確立したことによって評価されました。保
護者会会長の山下満さんは「園での行事を通して、先
生や保護者の方々と交流することで信頼関係ができ、
園には安心して預けられる。今後も子どもたちのため
に新しいことをやっていきたい」と話しました。

第２回サロンピック開催
　１月27日、地域サロンのつどい～第２回サロンピッ
ク（町社会福祉協議会主催）が開催され、約400人が
参加しました。初めのシンポジウムでは、熊本大学大
学院シニア教授の石橋敏郎氏をコーディネーターとし
て、３地区の発表者が各地域の活動内容や課題などを
話しました。イキイキ今城の地域福祉劇では、サロン
での取り組みや現状、課題を劇にし、今後のあり方な
どを考えるきっかけとなりました。ホールの外では、
生活便利グッズなどの展示コーナーや補聴器などの体
験コーナーなどがあり、訪れた多くの人たちは、足を
止め、興味津々でした。

1_竹に餅をはさみ、餅を焼く園児たち
2_書初めを旗章挙げ
3_地面を叩き、もぐらを追っ払うもぐ

ら打ち
4_「お餅、おいしい～！」
5_どんどやの火で温まる園児たち

学生たちの感性を大事にする国府客員教授（写真右）

オレンジカフェすまいるのメンバーとみゆき＆オートルズ

水越で伝統行事“どんどや”
　１月13日、水越で毎年恒例の伝統行事どんどやが開
催されました（水越活性化協議会主催）。このどんどや
では、一般参加も募り、竹の切り出しから組み立てまで
体験でき、約50人が参加しました。どんどやに点火後は、
激しい炎で、書初めで書いた今年の漢字を空高くまで
飛ばしました。同時に行われた餅つきでは、４升（6㎏）
のもち米で餅をつき、きな粉やあんこなどでおいしく食
べました。どんどやを楽しんだ後は、水越田畑コースで
フットパスを行い、参加者は、新たな一年をスタートし
た水越を満喫しました。 全員参加型のどんどや～楽しいイベント盛りだくさん！

表彰状を手にする山下会長（左）と北森園長（右）

たすけ愛  ささえ愛  きづき愛～サロンで強まる会
あい

いの力～

滝尾小学校で参加型公演～星の王子さま～
　１月７日、文化庁主催で舞台芸術による地域活性
化事業の一環で滝尾小学校（河地浩太郎校長・58人）
で劇が公演されました。公演されたのは、東京演劇集
団“風”による「星の王子さま」。児童や先生も共演
する参加型で、児童たちは音楽に合わせ歌い、先生た
ちはそれぞれ登場人物になりきって熱演しました。劇
では、懸命に生き、成長する王子さまの姿勢が「大切
なことは、目には見えない」というメッセージを残し、
児童たちの心に優しく問いかけていました。

児童たちも舞台で熱演！
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